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要約
原著，総説，特集および資料では600字以内，研究短報，技術短報および症例報告では200字以内；1パラグラフにまとめる。

キーワード
原著，総説，特集および資料では5語以内，研究短報，技術短報および症例報告では3語以内，ローマ字表記時のアルファベット順


序論
[bookmark: _Hlk134901385]原著の場合は，序論（INTRODUCTION），材料と方法（MATERIALS AND METHODS），結果（RESULTS），考察（DISCUSSION），謝辞（ACKNOWLEDGMENTS），引用文献（REFERENCES）と項目分けし，表（TABLE（S）），図の題目と説明（FIGURE LEGEND（S）），図（FIGURE（S）），英文のABSTRACT（英文原稿の場合は和文要約）を後につける。総説，特集および資料では適宜項目名を付して読みやすいように配慮する。研究短報，技術短報および症例報告では，引用文献を除いてこのように項目分けをしない。


材料と方法
供試動物
　冒頭は1文字あけて書き始める。

捕獲方法
　必要に応じて適宜項目分けをして読みやすく配慮する。

学会誌編集委員会分析


結果
生態と繁殖に関する記録
　必要に応じて適宜項目分けをして読みやすく配慮する。
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[bookmark: _Hlk134902035]表1　日本野生動物医学会のドウブツエンスイゾクカンの生態分析値





表2　亜種ドウブツエンと別亜種スイゾクカンの血中繁殖成分





図の題目と説明

図1　日本野生動物医学会に生息するドウブツエンスイゾクカンの地域個体群の3種類
（a）九州に生息するタイプ，（b）高山帯に生息するタイプ，（c）中部平野の水域に生息するタイプ

図2　ドウブツエンスイゾクカンの妊娠中の血中ホルモン濃度動態
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